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令和 4年度飯能市水道事業会計決算審査意見

第1審査の対象
令和 4年度飯能市水道事業会計決算

附属書類

令和 4年度飯能市水道事業報告書、令和 4年度飯能市水道事業キャッシュ
0フ ロ

ー計算書、収益費用明細書、固定資産明細書、企業債明細書

第2審査の期間
令和 5年 6月 1日 から8月 3日 まで

第3審査の方法
決算審査に当たっては、市長から審査に付された決算書及びその附属書類が、地

方公営企業法等関係法令の規定に基づいて作成されているかどうかを確認すると

ともに、当該年度に実施した例月出納検査の結果等を基として、企業の経営成績、

財政状態及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示しているかどうかを審査した。

また、それらの決算書類の計数と関係帳簿及び証書類とを照合し、慎重に審査し

りヶ
′し。

なお、本審査は飯能市監査委員監査基準に準拠して実施した。

第4審 査の結果
審査に付された決算書及びその附属書類は、地方公営企業法等関係法令の規定に

準拠 して作成されてお り、当年度の経営成績及び財政状態を適正に表示 しているも

のと認められた。

1 業務状況
当年度末の給水人口 77,665人 は、前年度に比べ 109人 (0。 1%)の減少であり、簡

易水道分を除いた給水人口76,069人は、前年度に比べ 76人 (0.1%)の減少である。

普及率は、前年度と同率の 99。 1%である。

年間有収水量 8,518,101ポは、前年度に比べ 155,137ポ (1.8%)の減少であり、

簡易水道分を除いた年間有収水量 8,330,770ぷは、前年度に比べ 149,461ピ (1.8%)

の減少である。

有収率 86.8%は 、前年度に比べ 0.9ポイン ト上昇している。なお、簡易水道分を

除いた有収率は 87.4%で あり、前年度に比べ 1.1ポイン トの上昇、簡易水道の有収

率は 67.0%で、前年度に比べ 4.7ポイン ト減少 している。

当年度は、大口径の従量料金が増加 し、一般家庭用の口径 13mm、 20m mの従量

料金が減少する傾向であった。



2予 算執行状況
(1)収益的収入及び支出

水道事業収益の決算額 1,888,411,381円 は、予算額に比
べ 29,004,381円 の増

加で、収入率 101.6%である。これは、主に営業収益 14,758,175円が増加 したた

めである。

水道事業費用の決算額は 1,699,780,640円 で、不用額 74,278,360円 、執行率

95.8%である。これは、主に営業費用で 53,499,073円 の不用額が生じたためで

ある。

(2)資本的収入及び支出

資本的収入の決算額 297,641,366円 は、予算額に比べ 147,100,634円 の減少で、

収入率 66.9%で ある。これは主に企業債が減少 したためである。

資本的支出の決算額は 946,240,591円 で、不用額 53,577,409円 、執行率 82.2%

である。これは、主に建設改良費で 53,576,489円 の不用額が生じたためである。

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 666,529,225円 は、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額 54,828,606円 、繰越工事資金 60,280,000

円、減債積立金 151,758,388円、過年度分損益勘定留保資金 399,662,231円 で補

てんしている。

3経 営状況
(1)経営成績

当年度の経営成績は、総収益 1,730,507,515円 に対し、総費用 1,635,490,387

円で、95,017,128円 の純利益が生じている。

総収益は、前年度に比べ 16,766,692円 (1.0%)の減少である。これは、主に営

業収益が減少 したためである。

総費用は、前年度に比べ 39,974,568円 (2.5%)の増加である。これは、主に営

業費用が増加 したためである。

純利益は、前年度に比べ 56,741,260円 (37.4%)減少 している。

水道事業全体の収支の均衡を総収支比率でみると 105。 8%であり、前年度に比

べ 3.7ポイン ト低下している。また、営業活動の収支の均衡を営業収支比率でみ

ると 92.1%で あり、前年度に比べ 3.9ポイン ト低下している。

ア 施設利用状況

施設利用率 50.1%は、前年度に比べ 1.4ポイン ト低下している。最大稼働率

56.0%は 、前年度に比べ 2.4ポイン ト低下している。負荷率 89。 4%は、前年度

に比べ 1.3ポイン ト上昇 している。

イ 供給単価と給水原価

供給単価 158.61円 は、前年度に比べ 0.71円 (0。 4%)、 給水原価 163.29円 は、

前年度に比べ 7.27円 (4.7%)で ともに増加である。

当年度は、給水原価が供給単価を 4.68円 上回る結果となった。
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供給単価と給水原価 (1ぷ当たり) (単位 :円 )

年 度
令和 4年度 令和 3年度 令和 2年度

供 給 単 価 158.61 157.90 149.92

給 水 原 価 163.29 156.02 152.85

差 引 損 益 -4.68 +1.88 -2.93

ウ 人件費と労働生産性

人件費 125,909,921円 は、前年度に比べ 14,999,489円 (13.5%)増加 し、総

費用に対する構成比は 7.7%で、前年度に比べ 0.7ポイン ト上昇している。

職員給与費対料金収入比率 9.3%は、前年度に比べ 1.2ポイン ト上昇 してい

る。

職員一人当たりの労働生産性を有収水量でみると 567,873ぷ で、前年度に比

べ 51,644ポ (8.3%)の減少であり、営業収益 98,350,400円 は、前年度に比ベ

8,370,286円 (7.8%)の減少である。また、1日 平均有収水量 1万ポ当たり損益

勘定所属職員数は 6.4人で、前年度に比べ 0.5人 (8.5%)増加 している。

(2)財政状態

ア 資産、負債及び資本の状況

資産 20,492,919,498円 は、前年度に比べ 108,206,862円 (0。 5%)の減少であ

る。固定資産 19,065,545,287円 (構成比 93.0%)は、前年度に比べ 232,520,982

円 (1.2%)の減少である。これは、主に機械及び装置が 165,627,207円 (6。 7%)

減少 したためである。流動資産 1,427,374,211円 (構成比 7.0%)は、前年度に

比べ 124,314,120円 (9.5%)の 増加 で あ る。これ は、主 に現金預金 が

164,786,350円 (17.4%)増加 したためである。なお、未収金の控除項 目として

貸倒引当金 3,236,022円 を計上している。

負債 9,143,631,527円 (構成比 44.6%)は、前年度に比べ 203,223,990円

(2.2%)の減少である。

企業債について、当年度は、建設改良工事の財源 として企業債 247,000,000

円を計上している。また、当年度は 317,099,080円 を償還 しており、当年度末

未償還残高は 3,681,147,891円 となり、前年度末未償還残高 3,751,246,971円

に比べ 70,099,080円 (1.9%)の減少である。

資本 11,349,287,971円 (構成比 55.4%)は、前年度に比べ 95,017,128円

(0。 8%)の増加である。資本金 9,719,628,540円 (構成比 47.4%)は、前年度に

比べ 112,911,851円 (1.2%)の増加である。剰余金 1,629,659,431円 (構成比

8.0%)は 、前年度に比べ 17,894,723円 (1.1%)の減少である。

イ 財務比率
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流動比率は 200。 9%で、前年度に比べ 24.1ポイン ト低下している。

当座比率は 195.2%で、前年度に比べ 15。 8ポイン ト低下している。

自己資本構成比率は 80。 9%で、前年度に比べ 0.1ポイン ト低下している。

固定資産対長期資本比率は前年度と同じ96.4%で ある。

(3)キャッシュ・フローの状況

業務活動によるキャッシユ・フローは 716,206,969円 の増加である。投資活動

によるキャッシュ 0フ ローは 481,321,539円 の減少である。財務活動によるキャ

ッシュ・フローは 70,099,080円の減少である。このことから、当年度の資金は

前年 度 に比 べ 164,786,350円 (17.4%)の 増加 とな り、資金 期 末残 高 は

1,114,222,785円 となっている。

4むすび
(1)事業収益

収益の主なものは、給水収益 (簡易水道分を除く。)1,317,221,313円で、営業収

益の 89。 3%を 占め、収益総額である事業収益 1,730,507,515円 の 76。 1%と なって

いる。

給水収益は、前年度に比べ 17,458,433円 (1.3%)の減少である。

(2)事業費用

事業費全体では、前年度に比べ 39,974,568円 (2.5%)の増加である。これは、主

に原水及び浄水費の増加によるものである。

原水及び浄水費は動力費が増加 したことなどにより、前年度に比
べ 34,757,365

円 (10.0%)の 増加である。

有収率は、漏水調査と修繕により前年度に比べ 0,9ポイン ト上昇 している。引き

続き有収率の向上に努められることを期待する。

(3)水道料金の収納と不納欠損

水道料金は、1,351,036,452円 となり、過年度水道料金不納欠損処分は、558,546

円で前年度に比べ 1,021,329円の減少である。

(4)建設改良工事

浄水施設では、上吾野浄水場ろ過池流量調節弁交換工事、小岩井浄水場非常用発

電機設置工事 (令和 405年度継続事業)を、配水施設では、野口入 リポンプ場 P

AS更新工事を実施 した。
老朽管布設替事業では仲町地内、稲荷町地内、小岩井地内等で管布設工事を実施

した。

当年度は、建設改良工事の財源 として 247,000,000円 の借入れを行った。

(5)水質検査

水道法に基づき各浄水場等において原水及び浄水の定期水質検査、水道水の放射

性物質測定等を実施 している。今後も市民に安心して水道水を使用 してもらえるよ

う、水質検査の実施 と検査結果の公表を継続 し、水質の管理に努められることを望
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む。

(6)決算内容

当年度は純利益が 95,017,128円 とな り、その他未処分利益剰余金変動額

151,758,388円 を合わせて、当年度の未処分利益剰余金は 246,775,516円 である。

事業収益は、水道料金や受託料等の減少により、事業収益全体では前年度比

16,766,692円の減少である。事業費用については、動力費等の増加により、事業費

用全体では前年度比 39,974,568円 の増加である。

最後に、当年度は、有収率の向上が図られたものの、給水人口は年々減少 してお

り、年間総配水量及び年間総有収水量も減少 し、給水収益も減収となった。さらに、

エネルギー価格高騰により動力費が増大した影響もあり、給水原価が供給単価を上

回った。

資源価格については、今後も高値で推移することが予想されることから、引き続

き費用の節減に努めるとともに、資源やエネルギー使用の見直しなどにより環境負

荷の低減するための研究を進め、環境保全に努められることを期待する。

また、今後も老朽化 した水道施設の更新工事が必要であり、資金を要するものと

見込まれるため、引き続き「飯能市水道ビジョン (経営戦略プラン)」 、
「飯能市水

道事業中期経営計画」に基づき、老朽管の計画的な布設替、料金回収率及び有収率

の向上を図り、将来にわたり安定給水が維持されることを希望して意見とする。
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